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公益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第７回理事会 議事録
◆ 日　時 ：２０１３年７月３０日（火）
１８：３０～
◆ 場　所 ：パレスグランデール
1． 開  会                                                                  横山専務理事
2． ＪＣＩクリード唱和                                                      井上智博出向理事 
3． ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和                                武田委員長
4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                                            長谷川委員長
5． 出席者の確認（敬称略）                                                  舟山事務局長
理事長                      井　上　周　士
直前理事長                  野　口　雅　弘
特別顧問                    荒　井　　　寛（欠席）
実行委員長                  齋　藤　秀　和
副理事長                    伊　藤　健　二（遅参）
副理事長                    中　村　祥　之
副理事長                    齊　藤　秀　昭
副理事長                    鈴　木　辰太郎
監事                        酒　井　貞　和（欠席）
監事                        中　村　正　利（遅参）
監事                        矢　口　政　則
専務理事                    横　山　隆　太
議長                        佐　藤　貴　博（欠席）
特別委員長                  三　沢　慶　洋
常任理事                    安　藤　太一郎（欠席）
常任理事                    鈴　木　　　力
常任理事                    今　野　　　修
常任理事                    遠　藤　智　大
本部長                      渡　部　明　弘
委員長                      佐　藤　幸　助
委員長                      武　田　靖　裕
委員長                      長谷川　吉之介
委員長                      與　田　貴　博
委員長                      荒　井　要　雄
総括幹事                    會　田　智　弘（遅参）
総括幹事                    長　瀬　洋　一
出向理事                    井　上　智　博
事務局長                    舟　山　力　也
＜オブザーバー＞

会員交流委員会幹事          岩　田　雄　治

会員交流委員会会計          竹　田　ひろみ

会員交流委員会委員          新　岡　太　平

総務情報委員会副委員長      黒　澤　利　道

総務情報委員会委員          金　子　良　平

渉外支援委員会委員          鈴　木　暁　子

新入会員会長                竹　永　倫　之

新入会員設営部会部会長      向　田　竜　也

新入会員総務部会            中　嶋　博　之
会務セクレタリー            千　歳　　　望
会務セクレタリー            長谷川　晃　一
６．会議成立の確認                                                             舟山事務局長
公益社団法人山形青年会議所定款第５章・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立
７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                                      井上周士理事長
議事録署名人は井上周士理事長・中村正利監事・矢口監事の２名
議事録作成人は会務セクレタリー
８．前回議事録の承認                                                          井上周士理事長
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認
９．理事長予定者挨拶                                                          井上周士理事長
それでは皆さまこんばんは。本日も定刻通り第７回理事会にご参集賜りまして誠にありがとうございます。７月は全体的に大きな大会がいくつもあり、大会に参加することに終始した印象があります。まずは初旬に開催されました山形ブロック大会。鈴木副理事長、大変お疲れ様でございました。そしてその後の横浜でのサマーコンファレンス開催。佐藤幸助委員長大変お疲れ様でございました。そして、倉敷ＪＣとの合同ＬＯＭナイト担当の長谷川吉之介委員長お疲れ様でした。サマーコンファレンスで印象的な出来事がありました。倉敷ＪＣとのＬＯＭナイトにおいて、高尾副理事長の締めのご挨拶が、山形のＡＳＰＡＣに関して「絶対に何が何でも支援するのだ。だから倉敷メンバーも肚を決めて姉妹ＪＣである大切な山形ＪＣの為に必ず支援するぞ。」というもので、真っ直ぐにメンバーを見据え、素晴らしく熱のこもったご挨拶をいただきました。私も高尾副理事長の眼を見ながら、倉敷メンバーの顔を見渡しましたが、誰一人として下を向いておらず本当に挨拶が伝わっているという印象を受けました。やはりそこで感じたのは、大事なのは本気である姿勢、真っ直ぐな姿勢というのは人を引き付けるのだなと思った次第でした。中途半端な姿勢ですとか、何か迷っている姿勢ですとか、本気になりきれてない姿勢もしくは、適当でもいいという姿勢に関しては、人に見透かされ、その本気度に人は心を動かされ意識を変えるのだなと感じた次第でありました。やはりその一生懸命さ、ひた向きさというものは各場面でみんな見ていますので、そういった姿勢を持って取り組んでいければと感じた次第でありました。また、その後のＧＰＳがありまして、ＧＰＳの間にもこの度の大雨による南陽市への支援等々ありまして、皆さま私の不在中も齊藤副理事長はじめ、メンバーの皆さまからお支えいただきまして、本当にありがとうございました。印象的な出来事がまたひとつあったのですが、ＧＰＳ出発の前にある新入会員の方からの誤報という表現にさせていただきますが同報メールがありました。丁度出発する前に、メールを見て、伊藤副理事長に担当ラインとして、チェックをお願いしました。その後すぐ会員パワーアップ特別会議、横山専務理事、三沢特別委員長ともやり取りさせていただきました。お話の中でありましたが、最近ＪＣが甘くなってきたのではないか、人間関係が希薄になってきたのではないかとよく聞かれますが、やはり大事なのはＪＣとして様々なトラブルが起きた場合に、すぐチェックしてそれに対して対処していくという姿勢が大事であると思います。ＧＰＳから戻って様々な方から報告を聞かせていただくと、その新入会員に対し、様々な方から連絡・電話等々の配慮があったという事で、非常にうれしく思いました。青年会議所の本質をお伝えいただいたり、また、花火大会の協賛金の件でしたので、花火大会特別委員会の方から伝えていただいたり、また、新入会員の方も同じ目線に立って、フォローをしてくれていたりと様々なご配慮をいただいたようでした。同報メールの使用方法もまだ理解していなかったそうです。その本気度が生んだからこその同報メールであって、もちろん表現方法という部分においては、まだまだ我われが新入会員を磨いて行かなければならないと思いますし、個人的な面でお感じになっている方もいらっしゃるとは思いますが、若干目をつぶって、その本気度をエネルギーに変えて下さった今回の対応は、青年会議所の事業においても、会社においてもしっかりチェックをしていくことが強固な組織を生むという事です。ＪＣや会社のトラブルに対してチェックをし、人と人とが向き合うことがやはり大事であると思います。そういった中で、今回すばらしい対応をしていただいたメンバーに対して感謝しておりますし、新入会員の熱にも感謝いたしますし、あの熱意が協賛金活動に関してエネルギーに変わって行ったと私は感じております。いっぽう非常に危機的な状況といえば、花火大会の協賛金についてです。理事メンバーの皆さまも自社企業はどうなのか、担当ラインのメンバーはどうなのか、自分はどうなのかを振り返りながら、やはり長である立場の皆さまがしっかりとその分をチェックいただいて、果たして自分が優良なリーダーシップを取れるような協賛金活動になっているのかを見直し、そして担当ラインの状況をリーダーとしての視点で見つめていただきたいと思います。

本日は渡部本部長とお話したところ、協賛金の進捗状況が公表になるということですので、しっかりとその数字を見て、分析をして、山形の一大事業にふさわしいリーダーシップを発揮していただきたいと思います。また、協賛金活動だけでなく、理事メンバーの皆さまからは見えないところでのお力添えを多くいただいていると聞いております。是非一大事業であります花火大会の成功に向けて、さらなるお力をお貸しいただきます様よろしくお願いいたします。では本日もどうぞよろしくお願いいたします。
１０．直前理事長予定者挨拶                                                 野口直前理事長
皆さんお元気ですか。こんばんはというにはまだ日が高いのですが、笑いが起きるというのは大変良いことです。只今、井上理事長が７月の行事のことについて、ほとんどお話になったので、私は毎回何を話そうかと理事長のお話にリンクさせながらお話ししますが、本日は山形青年会議所で初めてであろうサマーコンファレンス開催期間中での参議院選挙で、新入会員の大沼みずほさんが僅差で国会議員として本当の政治を動かす一人の政治家として、山形青年会議所から出たという事は大変喜ばしいことであります。私のＳＡのチームメイトでブロック大会にも来てくださった井之上大和君と国家間の話をすることがある中で、日本国憲法が改憲か護憲かという話題がでるが、私はどちらもある事だし、逆の見方をすればどちらも無いとも思います。なぜかというと、まず今の日本がどの方向を向いて走っていくのかということが一つの視点になります。日本が国際的に行くのか、それとも国民目線でもう少ししっかりとした国づくりをするのか、もっと違った意味で強い日本を作っていくのか。そういったところで憲法というのは変わって行くのかなと思います。ただ、個人的には第９条は絶対に変えてほしくはない日本の誇りなのではないかというのが私見でありますので、今後皆さんもそれぞれお考えいただければと思います。サマーコンファレンスやＧＰＳで１０日間弱山形を離れていましたが、その間山形は非常に大変な水害が起こった為にサマーコンファレンスに行けなかった方もいらっしゃるでしょうし、ご尽力いただいた齊藤副理事長などは、現場まで行ってご支援いただきまことにありがとうございました。今回私は蚊帳の外で、会社に行っても断水状態で何もできないまま電話で情報を聞いたり、被害に遭っていない所へ電話をして水タンクを貸してもらったりなどしかできなかったのですが、そういった中で、今回ちょっとだけですけれど、自分がＪＣをやっていていいのかと思ったこともありました。しかし、逆に言うと青年会議所という仲間がいるから、サマーコンファレンスやＧＰＳにまで行かせていただいたのかなと、様々なことを想いながら過ごした１０日間でした。地元に行ってお互い助け合うのも重要だと思いますし、サマーコンファレンスや公式的な事業をこなすというのもＪＣであります。どれが正しいかというのはその当時の判断というのが基本になってくるのかなと思います。そこが皆さんの人間の成長の度合いとか、器の大きさというように測られるとは思うが、やはりそこはそこで人間その一瞬一瞬を力いっぱい生きているので、多少失敗してもいいのかなと思っております。特にこのＪＣなどは色んな意味でたくさん失敗していただきたいと思います。例の新入会員のメールに関しても、この中の何人かのメンバーにもこのような経験があったのではないかと思います。自分も１０数年前にＪＣに入会した時に花火大会の目標金額１０万円以上と聞いた時にはそんなに集められないなと思いながらも、やった記憶があります。いいか悪いかではなく、我われはこの機会を得て色々な所へ挑戦していただきたいなと思います。山形青年会議所でいろんなことを学んで、昨年少し書かせていただいたフレーズに「地域のリーダー」になっていただきたいというものがありました。ＰＴＡ、自治会長、会社の社長も地域のリーダーですし、そういった形で人より一歩自分のまちや周りの人の為に、先駆けて発していただければと思います。そして最後にクリード、Ｍｉｓｓｏｎ、Ｖｉｓｉｏｎ、綱領に関してはもっと元気にやっていきましょう。これが山形青年会議所を作っていく基礎になりますし、ここがぶれてしまうとすべてがぶれていってしまうのかなと思います。本日も様々な議案がありますが、楽しみに拝見させていただきます。ＡＳＰＡＣも一年を切りましたし、今年も半分を折り返ししました。ここが皆さまにとって一番辛い時期になってくるとは思いますが、そこはしっかりと前に前に進んでいただきたいと思います。後ろに後退しても、終わった時には前に行っていただきたいと思います。それでは本日も有意義な理事会になります事をご祈念申し上げあいさつと代えさせていただきます。ありがとうございました。

１１．議題並びに資料の確認                                                     荒井要雄委員長
配布資料　第７回理事会アジェンダ
確認事項その他を含め１件、討議事項その他を含めて１件、審議事項その他を含めて５件、協議事項その他を含め７件、報告・依頼事項その他を含め７件
１２．議事の採択                                                               井上周士理事長
全員賛成
１３．確認事項

確－０１　その他

削除

14． 討議事項

討－０１　その他

削除
15． 審議事項

審－０５　その他
削除

審－０１　ＬＯＭ外褒賞の申請（案）承認に関する件                グローバルシティー創造委員会
武田委員長【上程】

先月まで２回の協議をいただいている件である。渉外支援委員会からも本日全国大会へのご案内があり、いよいよオフサイトミーティングでのＬＯＭ外褒賞の受章を取りに行きたいと考えている。慎重審議をお願いしたい。

今野常任理事【補足】

慎重審議をお願いしたい。

井上周士理事長【採決】

全会一致で可決

審－０２　４月公開例会の企画・実施　補正予算（案）承認に関する件                          
グローバルシティー創造委員会
武田委員長【上程】

前回の理事会において不備等あり、議案の取り下げについては大変失礼した。監事よりアドバイスを受け、科目流用があったので、補正予算を組んでいる。まずはこちらに関して審議上程させていただく。差異発生理由書もリンクからしっかりとご確認いただきたい。

今野常任理事【補足】

再度内容の確認をお願いしたい。

井上周士理事長【採決】

業者として武田紙工が入っているため武田委員長の議決権が無くなることに関して
全会一致で可決
井上周士理事長【採決】

全会一致で可決

審－０３　４月公開例会の事業報告（案）並びに決算（案）承認に関する件           
グローバルシティー創造委員会
武田委員長【上程】

先程審議可決いただいた予算について、決算を向かえる。前回理事会でご意見いただいた通り、結果について記載漏れがあったので追記している。ギネスに関して、進捗を参考資料に添付している。進捗に関しては、ワールドギネス社の返答待ちである。こちらの事業報告に関して慎重審議をお願いしたい。

今野常任理事【補足】

先程の補正予算と併せて、今回決算になる。ギネスの件に関しては、進行中であるのでよろしくお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【補足】

申請の中で、いつまでも待っていなくてはならない状態で、なかなか進まないが、しっかりした状態で議案を作成させていただいた。今後ギネス社から折り返しがあった際には随時報告という形で委員会から上げさせていただくので、よろしくお願いしたい。

矢口監事【監査】

監査の結果適正に処理されていることを確認したので、ご報告申し上げる。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

実施してみてインカムは必要だったか。キャップアートのパネルはこれからどうするのか。

武田委員長【回答】

今回は会場を６つに分けての開催だったために、携帯ではままならないところをインカムで随時キャップの過不足等について共有した。結果としてインカムは必要であった。パネルに関しては、エコキャップ推進協会様からお引き取りいただく。ただ、発送費が無いので、了承を受けて、カローラ様経由でエコキャップの回収を行っていく。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

インカムの電波はほっとなる広場から、霞城公園まで飛ぶということか。

武田委員長【回答】

すべて飛んだ。ただ一部飛ばないところもあったが、インカム同士の経由でまかなえた。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

了解した。キャップアートパネルについては、贈与するということか。皆さまから集めた会費３７万円が掛かっているので、有効な使い方をしていただきたい。

中村祥之副理事長【意見】

確認日に関して、文書作成者の確認、担当理事、常任理事、委員長の確認日よりも監査が先の日付になっていることが、残す書面上あまりよくないことのように思う。順番をしっかりと踏まえて残す書類を作成していただきたい。

武田委員長【回答】

中村監事が領収書を確認いただいた日付を記載してしまった。後程再確認し、修正させていただく。

伊藤副理事長【意見】

参加しての感想及び次年度への引継ぎに関してお伝えいただきたい。当日町ゆく方々から良く聞かれたが、「何をやっているかわからない」という質問を多く受けた。解決策として、大きな看板等を掲げてＰＲすれば、もっと参加しやすかったのではないか。一般の方も参加されるのであれば、このような周知の仕方も必要なのではないか。

井上周士理事長【採決】

全会一致で可決

審－０４　９月例会の企画・実施（案）承認に関する件                             会員交流委員会
與田委員長【上程】

我われの一番の応援団である、山形ＪＣシニアクラブとの交流を通じてＡＬＬ山形ＪＣでより結束が固くなる様例会を実施させていただきたい。テーブルの名札や５８年の山形ＪＣの軌跡をまとめたＶＴＲ、ＡＳＰＡＣを色濃く出したＨａｎｄ　ⅰｎ　Ｈａｎｄタイム等を設け、それを通じてより結束が固まる様な例会を企画・実施させていただくので、是非とも慎重審議をお願いしたい。

荒井要雄委員長【財審コメント】

特になし

井上周士理事長【採決】

全会一致で可決

16． 協議事項

協－０７　その他

削除

協－０１　新入会員事業の企画・実施（案）に関する件
會田総括幹事【説明】

７月例会の際に認証を受けた３２名の新入会委員が、４回の打ち合わせでここまで議案を作り上げている。内容に関しては代表の竹永君より上程させていただきたい。

竹永新入会員会長【上程】

テーマは「エコ」である。震災の傷跡として残る廃棄物があるが、ボランティア活動の知識をご家族と共に遊びを交えながら、学んでいただくのを目的としている。日時は２０１３年１０月２０日（日）１０：００～１４：００の開催。午前中はエコをテーマにしたウォークラリー形式でのイベントを行う予定である。午後からは家族の絆を深めるための芋煮会を企画している。依頼事項として、ご家族の方々と多くのメンバーから参加していただきたいので、お声掛けをお願いしたい。皆さまからお気づきの点やアドバイスをよろしくお願いしたい。

會田総括幹事【補足】

昨年と同じ場所での開催を予定している。家族、昨今の震災の傷跡という部分で「エコ」をテーマにして実施する。かつ遊びを通しながら、皆さまとの絆を深められるような議案の内容になっているので、是非よろしくお願いしたい。

伊藤副理事長【補足】

一回目の協議であるので、幅広いご意見をお願いしたい。

野口直前理事長【質問】

なぜこの事業をやるのか。

竹永新入会員会長【回答】

新入会員一同で今後青年会議所の活動に貢献できるように学んでいきたいという想いと、メンバーの皆さまとご家族がなかなか一緒になれる機会が無いと思っているので、事業を通して参加していただき、絆を深めていただきたいという想いで企画した。

野口直前理事長【質問】

この背景からなぜ「エコ」がテーマになったのか。

竹永新入会員会長【回答】

まだまだ震災の爪痕が残っている中で、だんだん風化していると感じ、もう一度震災の廃棄物等の処理等を考えながら、３Ｒ（Ｒｅｄｕｃｅ、Ｒｅｕｓｅ、Ｒｅｃｙｃｌｅ）をテーマにして、お子さまにも覚えていただき、今後の活躍を期待したいという想いがある。

野口直前理事長【意見】

意地悪な質問だったかもしれないが、覚えていてほしいことは、ここがぶれてしまうと最後までぶれてしまうということ。新入会員がやる事業というのは、青年会議所の運動を知っていただくため、事業の在り方を知っていただくという事と、新入会員であるということの視点を考えれば、事業をやることによってメンバー同士の親睦を深める機会を得ることが背景であると思う。なので、最初の３行までの文章で問題はない。ただ、目的がなぜ「エコ」なのかということをもう一回だけやっていただきたい。會田総括幹事やラインの方々からご指導いただきながら、なぜ「エコ」なのかを考えていただきたい。震災から「エコ」を考えるのは少し違うと思う。できるのであれば来年のＡＳＰＡＣに向けての決起大会になるようなものであるとか、事業の在り方とか、なぜここで芋煮会をするのかをもう一度皆さんで考えて、話し合いしていただきたい。こういうことがＪＣの「会議所」と云われる所以なので、自分たちで何度も何度も話し合いいただきたい。単純な作業で皆さまからとってみればくだらないことかもしれないが、こういうことがないと参加する人も参加しづらいと思う。議案に関して言えば大枠はしっかりできているので、背景・プロセス・目的、そして事業終了後に対内的（事業をやる人たち）がどのようにやるのか、そして対外的（家族）な方たちがこの事業を通して、どういう気付きを得て帰るのかということを持ち帰って考えていただきたい。
荒井要雄委員長【意見】

誤字脱字があるので修正願いたい。
また、予算書をしっかりと作成し、参考資料に添付していただきたい。
鈴木辰太郎副理事長【質問】

この事業のどの部分がエコなのでしょうか。
竹永会長【回答】

午前中の企画の中でゴミ拾いをし、利用する河川敷の清掃がエコにつながると思う。それと同時に３Ｒの知識を学んでいただき、今後に役立てていただくという視点からエコとさせていただいた。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

過去にもエコや物を大切にするという取り組みは行われてきた。その中で、敢えてエコとしてきた背景では野口直前理事長と同じなのですが、もっとエコについて考えていただきたい。
過去には箸は持ち帰っていただくやマイお椀を持参して下さい、などの取り組みがなされてきた。

芋煮に関してはこれからだと思うが、エコに繋がる組立をお願いしたい。

また、シナリオの部分で開会があって、閉会があって閉会の挨拶あり、閉会宣言がある。これは、全てに意味があるので、整理をして挑んでいただきたい。

中村祥之副理事長【意見】

私も同じ意見があります。過去の新入会員事業の議案を見ていると色々な事業がありました。
昨年は、秋鮭とこんにゃく。その前はガーデニング、私の時は餅つきなど何かやってもらう裏に、小さいお子さんをどの様にするかがある。意味が理解できない年代のお子さんもいる。一括りで同じことを同時にできるのかも検討しながらオプションも考えてはどうか。

私のときの新入会員も３０数名入会の年でした。今思えば入会して間もないときに何だか分からずやっていたと思い返していた。このメンバーで同じ事業をやることは二度とないので、是非貴重な時間を楽しんで進めていただきたい。

三沢特別委員長【質問】

グランドの抽選会とあるが、抽選が外れて使えないとなる恐れはないのでしょうか。
伊藤副理事長【回答】

前日の夜から泊まり込みをして場所取りをしているのが通例となっている。
その点が新入会員の方で認識不足だったのだと思う。

三沢特別委員長【意見】

問題ないのであればよい。
伊藤副理事長【回答】

その点も再度話し合いをし、詰めていきたい。
横山専務理事【意見】

メンバー数は１１２名で統一していただきたい。
また、本年度のスローガンが間違っているので修正願いたい。

新入会員の代表や会長などと、表記がバラバラなので統一していただきたい。
次回までの修正をお願いしたい。

井上周士理事長【コメント】

非常に緊張したと思いますがお疲れ様です。過去の新入会員事業を思い返すと、いかに子供たちを楽しませて開催できるかが鍵となってくると思う。議論をより深めて次回の上程に繋げていただきたい。
また、本日は３名でオブザーブしていただいているが、昨年の長谷川会長のときは席が埋まるくらいのオブザーブをしていただいておりました。是非、３２名の新入会員を束ねる竹永会長の手腕に期待して激励とさせていただきます。頑張ってください。
協－０２　１０月例会の企画・実施（案）に関する件                              渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【上程】

前回の理事会からの変更点としてグループリーダーを決めてマイク回しをしていただく点を国際出向、日本出向、地区出向、ブロック出向の方に登壇していただき、私の司会進行のもと、事前アンケートをいただいた内容を元にタイムスケジュールを作り、出向の楽しさや素晴らしさを伝えていただく内容に修正した。アドバイス等をお願いしたい。
鈴木力常任理事【補足】

本年の出向者報告会として新しい取り組みですが、佐藤幸助委員長がコーディネーターとなり出向者の皆様の思いを引き出しながら魅力を伝えていければと思っている。
アンケートの中身に関してはまだまだな部分があるので意見を頂戴できればと思う。

中村祥之副理事長【補足】

まずは出向者の皆様にアンケートをお願いしたい。
野口直前理事長【意見】

もう少し出向者が緊張のある設えをお願いしたい。
また、出向者が何を伝えていいのかが見えてこない。楽しい話なのか辛い話なのかを分かりやすくしていただきたい。出向先のグループ内でパワーポイントを使いながらのプレゼンをしていただくのも面白いと思う。真剣なものもありつつ、面白さを伝えていただきたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】

人の名前を間違わないようにしていただきたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

事業の目的、対象者のそれぞれにイメージを持つことが大事だと思う。理事しかいない報告会ではなく、新入会員が積極的に参加する例会にしていただきたい。
その中で、実施組織が意味不明である。イメージをしっかりと持って組織図を作成していただきたい。

また、出向者にもダブル出向もあるので、どちらがメインで話をしてもらうのかを検討していただきたい。
井上周士理事長【コメント】
出向していただいているメンバーはＡＳＰＡＣの為に出向してもらっていることを考えてください。
元々、出向者報告会は例会ではありませんでした。例会にした意味は山形ＪＣの為に寝ずに頑張っている姿をメンバーに発信する会ですので、意義を理解した上で構築をお願いしたい。

協－０３　山形の魅力を発信する事業の企画・実施（案）に関する件  グローバルシティー創造委員会
武田委員長【上程】

山形市内のアンケートシステムを構築させていただき山形市民のニーズを素早く察知し、ＪＣ運動に転換する事業になる。山形市や長瀬総括幹事に打診しており、山形ＪＣを基にすると年齢層などで難しいなどのご意見もあるが今後、山形市との協力体制等も踏まえながら進めていきたい。まずは大枠としてのアンケートシステムについての幅広いご意見をお願いしたい。
今野常任理事【補足】

ＳＮＳ等を用いてのアンケートシステムになる。様々なご意見をお願いしたい。
齊藤秀昭副理事長【補足】

非常に難しい議案だと認識している。また、何をして伝えたいのかが上手く伝わらないかもしれないが、昨今の選挙でもＳＮＳが用いられ、先駆けたシステムを構築していけるのではないかと思う。
多くの意見を投げかけていただき、山形市とのタイアップを基本として進めていきたいと思う。

野口直前理事長【質問】

私のイメージはＪＣＣＳのタイムリー版で良いのか。
二つ目は本年度運用まで行くのか構築のみなのか教えていただきたい。

武田委員長【回答】

ＪＣＣＳをイメージとして地域の市民の為のアンケートにしたいと考えている。

まずは、構築までを本年度やっていきたいと考えているが、今後の進展しだいでは試験運用までやっていきたいと考えている。
野口直前理事長【意見】

それであれば、どのようなコンセプトで進めていくのかを詳しく記載していただきたい。
それと、最終的に情報を発信してどのようにしたいのかをフローチャートにして理事会に提出していただきたい。また、責任の所在をはっきりさせて欲しい。山形市なのか山形ＪＣなのか。更に細かく言うと山形ＪＣ内では理事長なのか専務なのか担当委員長なのかも決めていただいた方がいいと思う。そして、アンケート内容をホームページに記載するのかしないのかも決めていただきたい。
それを元に一度運用しないとダメだと思う。
鈴木辰太郎副理事長【質問】

このアンケートの例文で現在思い浮かぶ文はあるか。
武田委員長【回答】

現段階では精査中である。
今思えば４月に開催した公開例会でアンケートを取ればよかったと思っている。その際はアンケートを取るシステムはなかったが、この様なシステムがあれば多くの市民から意見を頂戴できたのではないかと思っている。そして、アワードへの申請にも申請できる事業だと思っている。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

非常に難しい事業だと思う。中立な立場で誰からも恥ずかしくない結果として出す為には５００人自体も難しいと思う。ＪＣＣＳが何故有効かと言うと政治・宗教に携わらないと定款で謳っている団体として信用されているからである。
このアンケートをＪＣ運動に活かすのだというと、ＪＣは決して市民の声に応える団体ではないことを認識いただきたい。ニーズと言う言葉自体も私は微妙だと思う。ただ単に市民が何を求めているのかを聞くだけのアンケートならば実施しないほうが良いと思う。
具体的なものが出てくれば変わってくると思うが、現時点の議案の内容では賛成しかねる。

中村祥之副理事長【質問】

事業計画から行きますと、これは事業内容としてまちづくりに関する事項の山形の魅力を発信する事業の企画・実施だと思うが、事業内容にある行政側のスタンスとしては今現在どのようになっているのか。
武田委員長【回答】

先日、都市計画課の外部団体として会議に参加してきた。その際に聞いた話だが、対象者が絞られていて実用には少し難しいとの返答であった。
今後、行政との話し合いにより理解を深めていただけるように進めていきたい。

中村祥之副理事長【意見】

一つの課や担当者として市民のニーズを汲み取って欲しいのかという問題もあると思う。これに関しては山形ＪＣ的に中長期的に考えて行っていかなければいけない問題だと思う。もしかすると、山形ＪＣ以外の団体も絡んでくる可能性もあるので注意したほうがいいと思う。
しかし、このＳＮＳを使用した問題点の吸い上げは重要なことだと感じるので必要なことだと思う。

野口直前理事長【意見】

最終的なビジョンは作っていただきたい。
先程、武田委員長が言っていた言葉で「例会の際にアンケートが取れなかった」とあったが、この仕組みを作ってしまえば今後のアンケートで使えるのではないかと思う。日本ＪＣも市民に対する公益性を確認するためにアンケートをＳＮＳで行っている。山形ＪＣの判断材料として価値のある事業だと思う。

しかし、メディアに対して注意して行っていかないといけないと思う。

井上周士理事長【コメント】

非常に的を射たいい意見が多く出たと思う。次回までステップアップした議案を期待します。
協－０４　国際ドキュメンタリー映画祭への支援(案)に関する件      グローバルシティー創造委員会
武田委員長【上程】

前回からの変更点は香味庵にて山形ＪＣメンバーはＡＳＰＡＣ法被を着用して参加者を、お出迎えをするとした国際ドキュメンタリー映画祭ボランティア説明会が先日行われ、参加させていただき大枠の概要も聞いてきた。来月打ち合わせの段取りをしている。
齊藤秀昭副理事長【補足】

１５番の討議・協議・審議のポイントの部分でビューティフルコミッションさんより要望があると記載があるが依頼があるからポストカードを作るのではなくより良い山形を発信するツールとしてポストカードがいいとのアドバイスをいただいている点を理解いただきたい。
鈴木力常任理事【意見】

前回のドキュメンタリー映画祭の際に担当させていただいた。ビューティフルコミッションのお手伝いで参加するが、多くのメンバーを巻き込んでいただきたい。芋煮の振る舞いや受付などのお出迎えと手分けしてやっていかなくてはいけないので、長い期間の中で分担しての参加を広く促していただきたい。
横山専務理事【意見】

前回理事会での意見に対しての回答が未記載のため、口頭でお答えいただきたい。
武田委員長【回答】

里見先生がビューティフルコミッションの代表で内々に打診はしている。確認が取れ次第、報告する。
協－０５　卒業例会の企画・実施（案）に関する件                                総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】

前回の理事会での質問等の返答は最後の部分に記載している。
レイアウト関係をホテル側と調整させていただき精度の高いレイアウトを添付している。
昨年と異なりＬＯＭ内褒賞と卒業証書授与式を同会場内で行う。その後、メンバータイムがあり卒業生が残り、メンバーは隣の謝恩会会場へ移動となる。会場内で卒業生が一列になっても大丈夫なレイアウトだった。前回からの追加の部分で当日の司会進行が舟山事務局長とグローバルシティー委員会の伊藤さんで快諾いただいている。

與田委員長【意見】

卒業生が１９名で多く、特にＬＯＭへの貢献度が大きな方々ばかりなので有意義な式になることを期待する。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

監事講評でラストイヤーの場合が次年度監事になるが、今回は本年度の中村監事でいいと思う。
また、著作権の部分でＪＣと言えば電話一本で許可がいただけるので参考にしていただきたい。

中村祥之副理事長【意見】

過去に卒業例会での１００％例会を実施しようとして２名が欠席して達成できなかった経緯があるので、連絡を密にしていただき達成していただきたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】

卒業生の会が３回行われているが、来年６月にＡＳＰＡＣが開催されることもあり、是非齋藤コンデレと私に、卒業生の会の日程を早めに教えていただきたい。
野口直前理事長【意見】

１００％例会は是非達成していただきたい。また、ＡＳＰＡＣ前なのでＧＡＬＡっぽくやっていただきたい。卒業生はフォーマルでなどと、面白い設えをしていただきたい。
そして、お酒に関して注意していただきたい。お酒を注ぐ代わりにバラの花を渡すなど、いろいろ考えていただきたい。

長谷川委員長【意見】

当委員会の出欠率が良くないので、声掛けをしっかりと行っていきたい。
井上周士理事長【コメント】

本件と話はずれるが、「特にありません」は止めていただきたい。必ず何かしらの表現を行っていただきたい。初理事の方は手を挙げて意見や質問をすることを心がけていただきたい。
協－０６　９月定時総会の開催（案）に関する件                                 総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】
９月例会前に、定時総会を開催する。スケジュールは添付資料の通りとなるが１点修正が入る。第１号議案の前に「２０１４年度公益社団法人山形青年会議所理事長予定者承認に関する件」が挿入され、既に記載されている議案が以下に繰り下がる。修正のうえ協議上程させて頂く。委任状に関しては１００パーセント揃った状態で総会を迎えたいと思うので、理事の皆さまからのご協力をお願いしたい。
横山専務理事【補足】
１月の総会２週間前にも資料を郵送させて頂いた。例年通りの上程時期になるが、８月の理事会日程を考えると２週間の間隔を必要とするのでご承知置き願いたい。シニア交流会と同時開催となるので、併せて出席を取らせて頂く。ご確認願いたい。
武田委員長【質問】
先ほどの会員交流委員会による審議資料では終了時間が１９時３０分となっているが、本義案の内容では１９時２０分となっている。整合性はどのようになっているのか。
荒井要雄委員長【回答】
スケジュールが詰まっていることもあり、余裕を持って１０分前に設定させて頂いた。
荒井要雄委員長【審議振替】
審議振替動議を提出する。
荒井要雄委員長【上程】
先ほどの修正を加えたうえで上程させて頂く。慎重審議をお願いしたい。
鈴木辰太郎副理事長【質問】
「２０１４年度」は「山形青年会議所」の後に付く単語ではないか。また、「予定者」という単語の使い方に関して「候補者」という単語もあるため、整理が必要ではないか。
横山専務理事【回答】
日本や地区・ブロックにおいて、「予定者」・「候補者」・「内定者」と様々な使われ方をされているのが現状となっている。山形青年会議所の定款には「予定者」という記載があるため、それに沿って議案に使用している。しかし「予定者」という使い方が適切ではないという見方が出てきており、現在調査中である。定款規定の変更を、来年１月の総会を目処に公益法人格維持プロジェクトチームにて進めて頂いている。今後「予定者」という単語を使用する機会は多くあるであろうが、定款に沿って使用しているが全体の中で適切な表現ではないということをご承知置き頂きたい。また年度の使用方法に関しては全くの誤りであるので、「山形青年会議所」の後に付けるという修正を加えた上程とさせて頂く。
中村正利監事【質問】
議案本文と添付資料の総会次第で内容が一致しない。説明をお願いしたい。
横山専務理事【回答】
添付資料の総会次第をご覧頂き、第１号～５号までの議案をご確認頂きたい。その内容となっている。
中村正利監事【質問】
運営規定の変更内容はどのようなものか。また、理事会の審議を経ずに総会に諮るのか。
横山専務理事【回答】
運営既定の変更規定は、次年度のグループや委員会の任務内容案である。ＪＣレポートに記載されているもので、次年度専務理事が作成するものである。第１回役員予定者会議が総会の後に開かれるため、次年度の理事会という位置付けの役員予定者会議を経ずに毎年ここで審議を取っているのが現状であった。「予定者」等の呼称に関しては、１月の定時総会にて代表理事を決定するため、９月定時総会にて審議を取っても適用が難しい。会社法に照らし合わせれば必要はないが、規定に沿う形でのやり方になってくると思う。総会という正式な会議体で決定していくことが現状では１番良いやり方ではないかというのが事務局としての案となる。もちろん例年通りのやり方に沿っているという意味もある。ご理解を頂きたい。
中村正利監事【質問】
次年度の事務局として「こういう流れで進めたい」という希望はあるのか。その方法を理事会で諮り、承認されれば一応正規の手順に則るかたちになるのではないか。
横山専務理事【回答】
まずは総会の開催日時に関しての上程ということで進めさせて頂く。８月の理事会にて運営規定を皆さまに諮って頂き、その後総会にあげるという流れになる。若干調整が必要な部分もあるので、８月理事会で説明できるよう準備を進める。今回はあくまで総会開催日時・議事の項目という内容で議案を進めて頂きたい。
井上周士理事長【採決】
全会一致で可決
１７．報告・依頼事項                                                    舟山事務局長
報－０１　第３４回山形大花火大会の協賛状況報告とお願い                  花火大会特別委員会
渡部本部長【報告】
本日７月３１日までとしていたタブロイド紙の締切りに変更が出た山形新聞社のご厚意により、８月２日の１５時を最終締切りとする各メンバーに周知をお願いしたい。８月１日に新入会員の理事懇談会があるので、その場にて協賛金の受付を行いたいと思う。添付資料に、本日付けの個人実績などを記載している。まだ０という方もいらっしゃるので、担当ラインにてお声がけお願いしたい。月末で時間が取れないメンバーに関しても、ＦＡＸにて申込書を送信して頂くようよろしくお願いしたい。
三沢特別委員長【依頼】
連日実績に関するメールを流しているが、今週にかけて数字が上がってきている。話を聞くと申込みは頂いたがまだ持参していないという方もいるようである。タブロイド紙に掲載されないことでクレームの原因にも繋がるため、ぜひ早めの対処をお願いしたい。単純に花火大会の協賛ということでなく公益的な意味合いも大きいので、意識の統一を図っていきたい。８月２日のお天気祭に関しても、現在８２名の参加予定であるが若干少ない。２６名のシニアが来場されることを考えると、引き続きお声がけをよろしくお願いしたいと思う。
報－０２　山形ＪＣじゃがいもクラブへの支援活動（案）に関する件               会員交流委員会
與田委員長【報告】
シニアとの交流も兼ねて毎年行われている事業である。９月１０日シニア交流会と同日開催となり、蔵王カントリークラブにて参加費４０００円となる。８時スタートで１０組の予約を入れてある。キャディは５組のみの手配となっている。理事メンバーをはじめ、現役から多数の参加をよろしくお願いしたい。
報－０３　定例理事会の出欠状況について
報－０４　ルーム備品の未返却状況について
報－０５　委員会「ルームコピー機使用状況」について
報－０６　次回上程スケジュールについて                                               事務局
舟山事務局長【報告・依頼】
リンクを張っているので、各自でご確認願いたい。
報－０７　南陽市における災害ボランティアの募集について                               事務局
横山専務理事【依頼】
この後同報メールも流す予定であるが、本日理事長と南陽市のボランティアセンターへ訪問してきた。８月１０日にボランティアセンターが閉所の予定であることに伴い、今週末の土日に多人数が必要な作業を行うということであった。地区からも荒井会長に依頼が来ており、ＬＯＭとしてもボランティアの募集をかけさせて頂く。花火大会の街頭募金もあるところであるが、皆さまからのご協力をお願いしたい。詳細は後ほど同報メールを送信する。
報－０８　ブラジル世界会議における渡航について                                野口直前理事長
野口直前理事長【依頼】
１１月４日から９日にかけて行われる世界会議に関して、開催されるブラジルではビザが必要となり、申請から発行まで２週間を要する。フライトの予約を取らないとビザが取得できないという状況らしいので、早めの予約をして頂きたい。現段階で予約すると２３万円前後で渡航できる。宿泊費に関しては、現在日本ＪＣで押さえているホテルが１泊４～６万円となっている。リオの市街地は交通渋滞がひどく注意が必要である。山形からも多くのメンバーに参加して頂きたくお願いする。
報－０９　理事懇談会の案内と７月例会の御礼                          会員パワーアップ特別会議
會田総括幹事【報告】
８月１日、理事懇談会をパレスにて行う。現段階で２０名の理事から参加表明を頂いている。新入会員は返信待ちも含め２５名前後となるので、トータル４５名強で開催させて頂く。入会間もない不安な時期であるので、経験豊富な理事メンバーからのあたたかいご教授をお願いしたい。７月９日の認証式・陶芸体験への参加に対して御礼申し上げる。陶芸の焼き上がりを現在確認しているところである。非常に良い出来となっているため、来年のＡＳＰＡＣで使用できるのを楽しみにして頂きたい
報－１０　ブロック大会ならびにサマコンの御礼                                渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【報告】
ブロック大会・サマコンでのご協力に御礼申し上げる。また、サマコンでは不手際もあり併せてお詫びする。次回の理事会にて報告議案を上程する予定であるのでよろしくお願いしたい。
１８．次回開催                                                                  横山専務理事
第８回定例理事会８月２７日火曜日　場所：パレスグランデール
１９．監事講評                                                                   矢口監事
皆さまお疲れ様でございました。議案スケジュールに関して、協議・審議・決算報告、今月上がらなければならないものがあった気がします。期限の決められているところでありますので、事務局では把握していると思いますが、スケジュールの確認をしっかりお願いしたいと思います。冒頭で新入会員についてという話がありました。入会してから退会者を出さないという会員開発の意味合いもありますので、既に委員会に配属されているわけですから、説明すべきところは説明しフォローすべきところはフォローをするといった対応を、委員長を中心によろしくお願いしたいと思います。最後になりますが花火大会の協賛に関して、例年より２０パーセントほどの遅れが見られるようです。最後には帳尻が合ってくると思いますが、今週が勝負になります。タブロイド以外の部分でも最後まで諦めず、ご来場者の笑顔を思い浮かべながら協賛活動をして頂きたいと思います。また例年感じるのですが、当日のメンバーの数が少ないように思いますので、第１例会から第３例会まで続く中、委員会の方で参加のお声がけをぜひお願いしたいと思います。以上、監事講評とさせて頂きます。本日はお疲れ様でございました。
２０．閉会                                                                      横山専務理事









